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第32号（驕鑛欄）報広市向

　　　　　宮崎県発行所
　　　　「1向市役所

発下町三二
編集人　ll」艮室広暗面

印刷所　安藤印刷所
　　（1部3円）

　　現住人口衰
　（2月末「1現デ1）

　男　19．716人（＋41）：

　女　20．278人（127）：

　詩　39．994人（＋68）．

　世帯紐数
　　8‘240i貿考鉾　（十3）
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美
々
津
地
区
水
の
不
便
解
消
…
さ
る
l
i

美
々
沖
地
区
の
簡
易
水
道
は
、

三
月
末
目
に
完
成
予
定
な
の

で
、
二
月
．
一
十
四
日
の
市
議
会

で
使
用
条
例
も
き
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
簡
易
水
道
は
石
並

川
以
南
を
除
い
た
上
、
中
、
下

町
、
新
町
、
石
並
、
別
府
の
地

域
に
給
水
施
設
が
で
き
る
も
の

で
、
水
に
不
便
な
こ
の
町
で
は

年
来
の
希
咽
が
実
現
し
た
訳
で

薄
ば
れ
て
い
ま
す
。
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回
の
計
画
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、
石
並
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以

る
と
給
水
灯
能
人
口
け
．
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百
人
と
な
っ
て
い
出
す
。
こ
の

工
事
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要
し
九
工
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は
八
百
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．

十
八
万
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と
な
ハ
て
い
主
ポ
。
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南
は
駅
通
り
区
は
美
々
津
中
望
、
ン

校
や
、
農
協
、
駅
な
ど
も
あ
る
一

の
で
、
将
来
は
r
の
地
域
に
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も
一
画
さ
れ
る
こ
し
と
思
い
ま
［
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こ
の
水
道
は
汽
羽
山
の
谷
あ
い

か
ら
流
れ
出
る
水
を
貯
水
す
う

も
の
で
、
こ
の
貯
水
池
は
二
二

食
置
総
繍
欝
鐘

す
が
、
破
壊
の
ま
ま
使
わ
れ
て

な
か
っ
た
も
の
を
補
修
し
、
こ

の
貯
水
を
別
府
一
本
松
附
近
に

設
け
ら
れ
た
浄
水
場
を
通
っ

て
、
儒
自
家
へ
配
水
さ
れ
る
も

の
で
す
。
水
道
課
の
豊
川
に
よ

ま
し
て
、
料
金
は
給
水
栓
一
個

に
っ
き
一
般
家
庭
は
家
族
万
人

ま
で
は
月
二
百
円
、
一
人
増
す

毎
に
三
智
円
増
し
と
な
っ
て
い

主
す
。

な
お
簡
易
水
道
係
を
、
三
月
一

日
か
ら
凝
々
津
支
所
に
暇
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の

肋
鞘
獣
鷲
糊
酪
璽

て
い
た
た
く
吉
水
道
課
で
立
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な
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仔
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っ
て
お
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の
七
四
・
二
％
を
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．
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、
寡
一
　
付
四
百
円
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四
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目
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上
廻
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
滞
婦
を
対
象
と
し
て
救
済
的
に
税
一
人
に
付
五
百
円
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収
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ま
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控
除
は
適
当
で
な
い
か
ら
、
廃
．
3
、
特
別
控
除
の
廃
止

募
臨
時
墨
で
・
璽
政
見
通
し
も
決
し
て
叩
つ
い
も
前
篇
稼
撃
落
さ
き
に
ゆ
述
べ
た
該
当
者
一

…購n
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総
出
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税
所
得
割
税
率
等
が
、
次
の
よ
｝
の
で
は
な
く
む
し
ろ
ぎ
十
．
一
命
，
し
て
い
ろ
所
も
な
い
よ
う
で
す

う
に
改
正
が
決
定
し
、
一
。
一
十
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．
一
隻
よ
り
も
翌
翌
に
な
る
の
て
は
　
の
て
・
今
回
廃
”
き
れ
る
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
な
り
玄
し
た
。

ヶ
。
　
　
　
　
畷
検
討
癒
里
、
別
記
？
一

儒
改
正
理
由
の
あ
嘘
魁
麹
、
と
，
な
．
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

懇
鑑
聡
簗
額
の
改
正

定
め
ら
れ
て
い
た
だ
け
て
、
所
↓
従
来
の
手
討
駅
族
　
人
当
り
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改
正
の
要
点

1
、
所
得
割
親
率
の
改
正

新
税
率
は
別
表
の
通
り
て
㌃
．

　
旧
税
卒
と
新
税
率
と
の
個
人

　
負
担
の
比
阪
は
、
次
に
巾
L

　
り
扶
善
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除
と
の
閉
連
か
あ
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4
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、
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、
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養
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榔
に
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き
れ
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ん
が
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人
部
分
ω
人
が
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よ
り
滅
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膿
腫
隠
所
隠
匿

　
　
　
　
額
の
み
（
所
感
割
の
外
に
均

　
　
　
等
割
が
あ
り
ま
す
）

　
　
2
、
本
夷
金
額
以
外
に
県
魁
税
均

　
　
　
等
割
が
あ
り
ま
す

　
　
3
、
従
来
の
特
別
控
除
（
一
頓
8
℃
）

比較衰

　
人
に
付
一
、
五
〇
〇
円
の
控
｝
額

　
除
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
控

今
回
の
改
正
に
よ
つ
｝
日

て
個
人
負
担
は
ど
の
…
新

よ
う
に
な
る
か
　
講

市
総
体
の
市
民
税
々
牧
は
約
百
に

羊
万
円
位
減
収
と
な
る
見
込
数

鯖
響
胴
鍮
撚

数
に
k
つ
て
新
m
比
較
し
た
も
扶

の
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市
民
の
皆
様
、
い
よ
い
よ
季

節
も
春
一
、
万
、
生
気
と
希
望
に

満
ち
た
好
季
に
な
り
ま
し
た
。
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り
の
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事
と
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よ
い
来
年
度
の
計
画
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甘
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筋
校
舎
の
麹
築
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西
中
学
校
敷
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随

　
　
　
　
　
　
　
　
分
経
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か
か
さ
み
ま
し
た
。
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れ
に
対
ザ
，
⇔
歳
入
も
父
付
命
の

　
　
　
　
　
　
　
　
増
額
、
巾
税
の
自
然
増
な
ど
．

　
　
　
　
　
　
　
　
相
当
に
あ
り
ま
し
た
が
、
歳
出

　
　
　
　
　
　
　
　
の
方
で
人
置
費
が
人
馴
に
増
加

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま
し
た
の
で
、
歳
入
歳
出
の

（
立
の
仕
噴
と
が
電
差
引
が
夙
に
な
る
か
赤
に
な
る

“
な
り
合
っ
て
一
社
か
、
何
と
も
心
詩
な
い
状
態
に

V
中
で
一
番
忙
し
い
　
あ
り
ま
す
。
結
局
、
こ
れ
か
ら

V
時
期
で
あ
り
ま
五
月
未
ま
て
に
徴
収
す
る
巾
税

…鱈
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ｸ
降
購

酬
い
よ
い
夫
，
1
1
て
す
。
自
治
月
に
対
し
乳
巾
は

蔽
膿
碁
欝
隈
隈
燈
款
町
回

　
造
成
の
外
、
細
島
　
か
ら
、
巾
民
の
皆
様
の
何
分
の

　
財
光
寺
の
両
鉄
憾
阿
協
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か
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し
て
置
き
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の
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案
も

距
幽
＾
り
咳
で
詑
蔽
粍
℃
、

た
。
何
分
照
り
た
い
仕
巾
は
多

く
、
財
淘
ぱ
少
い
と
説
て
わ
り

ま
煽
の
で
、
人
変
な
階
定
難

て
、
結
局
の
所
多
く
の
事
業
冷

導
引
財
源
の
確
定
す
る
ま
で
禾

決
定
の
ま
＼
に
し
で
置
く
よ
り

外
あ
り
ま
ロ
ん
で
し
た
。
保
’
げ

所
の
新
設
と
か
、
市
営
“
宅
の

建
築
と
か
、
巾
と
し
て
是
4
1
や

り
た
い
質
巾
も
こ
・
）
し
た
理
由

で
未
討
一
に
し
、
所
謂
骨
招
r

η
と
も
い
）
べ
き
当
初
f
算
案

が
出
来
た
の
で
す
。
僻
か
に
富

繭
小
園
」
校
の
給
食
設
備
だ
け

が
、
各
小
学
枚
三
碧
ω
希
望
と

あ
っ
」
当
初
．
r
算
に
胡
上
さ
れ

て
あ
り
業
す
。
こ
の
！
了
算
案
が

ト
四
日
か
ら
開
会
さ
れ
る
巾
議

会
に
提
案
き
れ
、
星
占
さ
う
れ

ば
確
定
き
れ
施
行
さ
れ
る
訳
で

す
。
そ
の
後
歳
入
の
伸
び
る
に
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弓
轍
6
7
、
旺
き
t
、

木
一
1
の
事
茅
も
煮
る
租
慶
は

実
施
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
一
は
、
惣
法
で
認
め
ら
れ
た
「
自

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
治
体
の
自
治
柏
」
の
精
神
に
反

　
要
ヶ
う
に
現
右
の
日
向
巾
は
一
ザ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、

ッ
r
定
さ
れ
た
工
場
誘
致
が
一
般
［
地
方
税
法
で
は
一
定
の
制
限
だ

的
金
融
糊
塞
の
た
め
延
引
し
・
一
け
を
定
め
て
・
制
限
内
の
こ
と

市
民
牛
活
も
難
渋
を
極
め
て
お
｝
は
布
町
村
の
条
例
で
定
め
て
よ

り
ま
す
。
巾
役
所
と
し
て
も
こ
｛
い
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

れ
に
対
処
し
て
、
節
約
を
旨
と
τ
れ
で
さ
き
に
巾
し
た
羅
拠

し
効
率
よ
く
予
算
を
活
用
し
て
一
斗
」
と
い
う
の
は
、
い
わ
ば
制
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本
し
で
あ
っ
て
、
他
市
町
村
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
比
過
し
て
極
端
に
高
く
な
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
よ
う
に
、
又
低
く
も
な
ら
な

　
し
た
が
、
時
向
の
地
力
山
里
の

｝
改
庁
に
よ
っ
て
「
準
拠
躯
」
が

定
め
ら
れ
レ
凍
し
た
。

一
口
に
市
町
村
と
認
い
ま
し
て

一
も
、
大
は
人
口
何
肖
万
の
大
都

一
周
か
ら
小
は
人
口
何
千
の
小
村

も
あ
り
、
各
々
市
町
村
の
財
政

一
車
船
、
産
業
経
済
の
状
況
、
柱

｝
民
所
得
の
構
戊
等
々
そ
れ
ぞ
れ

一
条
揖
が
違
っ
て
い
る
訳
で
す
か

．
ら
、
市
町
村
の
特
殊
贋
情
を
無

視
し
て
、
税
法
に
よ
っ
て
全
国

　
一
律
の
思
量
を
強
制
す
る
嚇

行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
【
会
内
の
税
率
の
定
め
方
の

す
，
市
民
の
皆
様
も
今
断
旧
く
耐

乏
し
て
下
さ
っ
て
、
納
税
等
に

御
協
力
ト
き
い
。
な
お
巾
民
を

如
何
に
し
て
富
ま
し
、
羽
黒
バ
・
い
よ
う
に
配
た
せ
ね
ば
な
ら
な

活
を
如
何
に
し
て
賜
か
に
す
る
　
い
の
で
あ
り
ょ
ず
。

か
等
の
問
脱
は
市
政
の
根
本
問
準
拠
率
に
基
い
て
の
税
率
改
正

魎
て
あ
り
ま
す
が
こ
れ
ら
の
間
一
は
、
相
当
の
滅
収
と
な
り
ま
す

題
に
つ
い
て
も
何
分
の
御
隠
力
一
の
で
、
当
布
に
お
き
ま
し
て

を
懇
願
い
た
し
ま
す
。

　
（
市
長
三
尾
良
次
郎
）

　
　
財
政
的
な
事
情
か
ら
昨
年

は
、葡
撮
纏
臨
海
騎

　
　
　
　
　
　
　
甲

●
・
噂
■
■
需
，
●
噂
，
●
の
一
包
，
●
“
口
口
鰯
■
■
亀
層
口
瞬
■
O
脚
●
，
曽
儒
■

…
市
　
　
議

“
「
：
＝
爾
＝
＝
＝
：
＝
“
＝
＝
＝
＝
＝
＝
：
＝
■

棚
脚
鱒
，
・
・
吻
・
0
螂
顧
■
脅
6
騨
鱒
，
曹
隅
・
・
腫
一
●

　
　
会
　
…

順
・
脚
層
，
“
薗
口
叩
・
昂
■
，
．
舳
層
口
隔
胴
翻
■
印
虚

巾
議
会
臨
時
会
け
、
　
．
月
．
．
一
溜
条
例
の
一
部
を
改
“
す
る
条

四
日
開
か
れ
、
次
の
ヒ
り
に
i
例
に
つ
い
て
（
一
地
の
測
殴
一

四
田
麩
が
提
出
さ
わ
セ
し
た
。
　
筆
叉
は
一
反
に
つ
き
金
π
肖
円

議
決
さ
れ
た
畿
案
と
審
問
胤
累
　
一
竿
又
は
一
反
を
増
す
毎
に
充

の
内
容
の
人
要
を
お
知
ら
ば
し
拾
円
と
改
め
ら
れ
た
）

ま
ケ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
議
案
第
じ
号
　
日
向
市
h
水

O
議
案
第
，
珪
　
一
’
ノ
　
一
‘

価
審
査
委
員
の
選
仔
に
つ
い
て
ろ
条
例
に
つ
い
て
（
別
載
）

　
（
翌
々
沖
町
石
川
他
助
甲
所
仔
　
O
二
二
第
八
号
　
日
向
市
簡
易

し
た
）
　
　
　
　
　
　
　
　
．
水
道
使
用
条
例
制
定
に
つ
い
て

O
議
案
第
一
り
　
口
向
島
金
庫
　
　
（
累
々
沖
簡
易
水
道
。
別
載
）

事
拐
取
扱
銀
行
並
び
に
辰
野
取
　
○
議
案
第
九
号
　
日
向
市
屠
場

扱
契
約
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
使
用
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
（
日
向
興
業
銀
行
と
契
約
す
る
条
例
に
つ
い
て
（
別
口
）

　
る
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
議
案
第
県
評
　
口
向
市
税
賦

○
畿
聖
旨
、
二
り
才
d
現
金
の
課
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

預
入
先
決
冗
に
つ
い
て
（
ψ
内
　
ろ
条
例
に
つ
い
て
（
別
載
）

各
金
融
機
関
と
す
る
）
　
　
　
　
○
議
案
第
↑
一
号
　
日
向
市
職

○
議
案
第
四
号
　
　
一
時
借
人
心
　
員
旅
費
女
給
条
例
の
一
部
を
改

に
つ
い
て
（
財
改
凋
整
資
金
で
　
”
す
る
条
例
に
つ
い
て
（
福
祉

あ
っ
て
、
金
額
は
π
r
力
円
。
　
巾
務
活
現
手
職
1
1
に
対
す
る
T

借
人
先
は
人
蔵
省
資
金
思
川
　
ん
白
円
以
内
の
月
額
旅
費
支

部
、
藩
政
省
簡
易
保
険
局
、
巾
給
）

中
金
融
機
関
。
H
歩
四
銭
以
　
○
議
案
第
1
．
二
号
　
⊥
」
地
処
分

内
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
（
細
島
伊
勢
。
道
路

○
議
案
第
万
ー
ー
　
n
向
巾
農
地
拡
巾
の
た
め
。
市
有
地
卜
二
坪

調
墜
手
数
料
徴
牧
条
例
制
定
に
㌃
ハ
）

編
輯
矧
禰
べ
壁
監
濫
。
譲
蝉
野
吐
網
徽
｛

一
よ
り
、
．
r
四
白
。
、
。
卜
九
坪
。
　
計
画
変
更
に
つ
い
て
（
昭
和
三
．

酋
懸
盤
遮
と
し
て
。
燃
見
。
加
十
二
葎
渡
の
決
算
見
込
が
た
つ
一

行
勝
よ
り
r
五
百
粁
卜
七
坪
。
　
た
の
で
、
こ
れ
に
基
い
て
、
三
．

住
宅
敷
地
と
し
て
。
財
光
苛
。
㎜
卜
二
年
度
の
変
更
を
必
要
と
す
一

渋
谷
清
司
他
三
篶
よ
り
四
卜
八
・
る
状
態
に
な
っ
た
。
従
っ
て
第

坪
。
学
校
敷
地
と
し
て
）
　
　
｝
三
次
の
再
建
註
画
の
変
史
を
申

○
議
案
第
十
四
号
　
財
政
再
強
一
請
す
る
も
の
。
）

農
地
調
整
手
数
料
き
ま
る

自衛官の募集

ら

。

リ
l

f
l「∫

イ
1

へ
お
ノ　n

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
油
↑
八
才
以
一

川
ヒ
資
κ
津
道
使
川
条
例
の
一
部
を
改
旺
す
農
地
法
の
規
定
に
よ
っ
て
、
農
一
手
数
料
を
次
の
と
お
り
徴
収
す
満
。
巾
学
校
卒
業
秤
度
の
学
・

上
等
を
調
整
し
、
ま
た
は
あ
っ
…
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

せ
ん
す
る
と
き
、
申
請
人
か
ら
｝
実
施
は
四
月
か
ら
で
す
。

種
　
　
　
　
別
　
皿
金
　
　
額

一
、
魏
魏
糠
に
よ
る
申
請
二
件
歪
魂
。
円

二
、
徽
雑
霜
雪
に
よ
畠
遡
”
　
三
。
。
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
一
　
i

引
継
雑
誌
条
に
よ
る
申
継
”
　
三
。
。
円

円
難
霧
辮
条
に
よ
、
申
…
”
　
三
。
。
円
　
　
唱
　
　
　
　
　
　
　
　
1
一

五
、
塩
川
立
及
訴
願
提
訴
調
査
＝
皇
つ
き
三
。
。
円

く
、
農
地
及
未
墾
地
等
に
関
す
る
　
〃
．
ノ
　
調
停
手
数
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
．
O
O
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
　
一

七
、
劉
地
実
測
姦
料
二
言
当
り
五
。
。
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熱
し
一
反
を
増
す
毎
に
五
〇
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
反
未
満
は
反
に
切
ト
げ
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
i
　
　
競
売
農
地
貿
受
適
格
証
明
串
　
一
件
に
つ
き
八
、
　
　
請
調
査
手
数
料
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
二
日
目
円

九
、
鐘
禰
地
売
二
黒
轡
譲
”
，
δ
。
豊

実
　
　
　
　
　
｛
”
　
　
δ
円

　
防
衛
庁
で
は
、
陥

上
、
海
上
、
航
塑
（
一

一
）
の
自
衛
二
巴
中

の
た
め
三
十
三
年
…

第
一
次
募
集
を
し
ん

い
ま
す
。

◎
応
募
資
格

　
　
一
i
置
謁
イ
ー

軽
量
瓢
巳
5
号
ー
ハ
ー

を
有
す
る
菖
。

◎
試
験
科
日

新
制
中
学
卒
業
秤
度
の
学
力
甲

一
博
い
て
行
う
筆
記
試
験
（
日

｝
語
、
数
学
、
祁
会
）
身
体
検
・

と
口
述
試
験
。

b
受
付
期
闘

三
月
一
日
か
ら
四
月
十
五
日
∬

一
◎
志
願
用
紙
は
巾
役
所
総
務
期

に
あ
り
ま
す
。

（
市
役
所
人
事
）

警
弓

　
　
（
宰
脇
出
張
所
）
霊
木
稔
脚

願
に
よ
り
退
職
を
命
ず
る

　
　
　
　
　
（
；
月
ニ
レ
八
日
W

　
　
（
商
工
水
上
課
）
安
藤
勝
幹

美
々
津
支
所
（
簡
易
水
道
係
一

勤
窃
を
命
ず
る

　
　
　
　
（
市
民
課
）
北
島
則
一

市
長
室
勤
務
を
命
ず
る

　
：
㌦
＾
三
月
石
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蚊
と
ハ
エ
の
い
な
い
部
落

1
県
の
表
彰
地
区
に
な
っ
た
庄
手
心
を
訪
ね
て
一

し
駐
　
　
若
’
く
7
う
　
と
努
力

し
て
き
た
1
1
～
部
落
は
、
綾
部
－

つ
つ
し
閾
の
北
の
み
に
あ
る
純
｝

農
村
部
落
。

巾
街
地
と
違
っ
て
贋
蒙
が
二
、

一．

D
軒
づ
っ
散
看
す
ろ
部
落
で
す

が
、
数
ヵ
所
の
農
家
を
訪
ね
て
「

み
る
と
、
た
し
か
に
ハ
エ
が
い

な
い
。
い
な
い
と
云
っ
て
も
、

ヒ
く
探
せ
ば
眠
舎
な
と
．
一
、
一
．
一

匹
陽
『
り
の
」
い
所
に
い
る
の
幽

を
見
か
け
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
一
般
の
農
家
で

は
、
久
、
で
も
陽
当
り
の
よ
い
所

で
は
相
当
、
飛
ん
で
い
る
の
が

酋
通
な
の
で
、
た
し
か
に
ハ
エ

ほ
い
な
い
、
と
罰
し
詣
．
掴
し
た
。

第
二
回
宮
崎
県
「
蚊
と
ハ
エ
の
［
う
一
歩
踏
み
出
さ
ね
ば
駄
口
だ
二
人
の
役
員
が
も
つ
範
囲
が
四

い
な
い
塩
活
」
推
進
大
会
は
、
一
と
い
う
、
デ
r
う
い
う
時
期
に
、
乱
箱
ー
－
位
に
な
る
の
で
、
こ
れ
な
ら

二
月
四
日
延
岡
」
巾
野
口
記
念
館
｝
区
長
面
木
遜
さ
ん
（
4
6
）
が
区
長
仕
事
も
徹
底
し
で
協
力
一
致
の

で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
大
と
公
民
館
長
に
起
ば
れ
、
区
昆
体
制
か
で
き
る
だ
ろ
）
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
で
庄
予
区
は
表
彰
地
区
に
入
…
み
ん
な
が
公
民
館
に
集
っ
て
、
㎝
こ
と
に
な
り
、
施
設
と
い
っ
て

り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
一
男
も
な
も
呂
い
も
若
き
も
部
落
一
も
金
は
か
か
る
し
、
ま
ず
凝
剤

蚊
と
ハ
エ
を
な
く
し
て
住
み
よ
一
民
全
員
の
組
織
を
強
化
し
よ
う
・
撤
布
を
徹
底
的
に
や
っ
て
、
蚊

、
　
部
L
一
　
，
一
）
　
　
　
　
）
　
　
　
、

ま
ず
衛
生
研
紅
織
を

つ
く
る

こ
の
q
f
区
は
約
八
卜
戸
、
新

井
盾
運
動
ヒ
し
て
、
　
彗
前
こ

の
問
題
を
と
り
あ
げ
た
の
が
婦

人
会
て
し
た
。
随
一
臼
呼
び
か

け
て
努
め
た
か
徹
底
す
る
屯
で

に
い
か
ず
、
こ
れ
は
何
と
か
も

▼

隣保班艮か巾役所から薬剤冷とつてきて、各衛’1班長に
配分左・しているとこ．／）。

め
ま
し
た
。
こ
れ
は
勒
め
人
か

．
．
、
．
．
．
刺
あ
ろ
の
で
、
日
曜
一

と
き
め
ら
れ
た
の
で
す
。
き
ら

に
第
四
日
曜
日
の
突
施
し
た
日

の
夜
は
、
全
戸
が
公
民
館
に
集

り
、
反
省
ヘ
ム
を
必
ボ
開
い
て
、

次
の
実
施
に
つ
い
て
の
研
究
と

詐
醐
昂
話
し
合
い
ま
し
た
。

八
釣
戸
の
中
に
は
毎
月
の
区
費

一．

D
卜
π
円
の
他
に
薬
剤
代
を
約

圧
卜
円
を
支
出
煽
る
こ
と
が
、

む
．
婁
が
し
い
來
も
　
、
・
一
ら

　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
ぐ

り
装
し
た
が
、
こ
の
分
は
那
覇

介
体
で
乏
出
’
4
り
こ
と
に
し
レ
」

し
た
。

椿
剤
代
は
証
約
∩
円
必
愛
で
3

が
、
そ
の
Ψ
額
は
指
定
r
ノ

ル
部
落
な
の
て
巾
か
ら
補
助
さ

れ
、
こ
の
眺
剤
代
ほ
衛
1
1
研
レ
へ

が
集
金
し
、
六
人
の
隣
保
鉱
油

が
、
市
浦
曲
か
ら
鳶
口
ろ
と
っ

て
き
て
、
公
民
館
で
配
分
す
り

打
く
み
に
な
つ
し
い
裂
↓
。
（

し
て
、
旬
月
の
襲
剤
撒
命
布
徹

底
し
て
生
け
る
中
、
み
ハ
み
る

蚊
目
し
ハ
∫
、
か
減
少
し
－
－
し
か
，

部
，
溢
民
全
休
が
強
い

閃
絶島
が
と
八
で
く
ろ
と
、

懸
難 簸
鐸
　

　　@　@　@　@　@　　～

耀
灘

ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
一
力

だ
い
ろ
ぞ
、
秒
α
と
い
う
訳
…
た
こ
と
が
、
戊
功
の
第
一
歩
だ

て
・
全
く
無
毒
心
と
い
つ
て
よ
．
つ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

い
秤
た
）
た
膨
求
の
ハ
〔
に
対
一
黒
木
区
長
さ
ん
宅
を
訪
ね
て
み

す
る
考
え
る
け
、
自
八
一
厚
の
一
う
と
、
さ
づ
が
に
と
こ
を
探
し

転
換
。
肖
へ
溶
く
た
か
っ
た
ハ
T
て
も
八
丁
が
見
つ
か
り
ま
せ

ル
丁
て
払
コ
」
介
っ
て
い
た
占
一
ん
。
鶏
小
犀
に
は
一
匹
位
い
や

が
、
　
匹
の
ハ
丁
冷
見
る
と
、

「
き
あ
殺
せ
と
先
ず
食
う
よ
り
ハ

一瓢

ｽ
た
き
と
い
う
変
り
乃
。
こ

一
の
ハ
エ
と
蚊
に
対
す
る
名
え
乃

．
，
、
、
部
「
、
酬
民
の
頭
に
植
え
つ
い

優
良
な

と
話
し
合
い
が
出
来
、
先
ず
ト
と
ハ
エ
を
部
落
か
ら
撲
滅
す
る

四
の
衛
生
班
布
隔
り
ま
し
た
。
　
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

こ
の
衛
生
班
の
班
長
に
隣
保
班
「
撒
布
臼
は
部
落
一
斉
に
実
行
せ

艮
四
人
を
加
え
て
、
一
、
二
人
の
｝
ね
ば
効
き
め
が
な
い
。
そ
こ
で
・
ヒ
Ψ
俊
副

役
員
が
一
応
責
任
者
と
な
り
、
・
毎
月
勢
一
、
第
四
口
曜
日
と
き

」
l
I
　
　
・
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
）
　
ー
ヨ
）
弄

肝
和
　
　
一
　
　
臼
塀
σ
d
ド
0
侮

14

X
員
表
彰
式
は
、
、
ヒ
う
一

臼
巾
役
所
て
行
わ
れ
セ
す
が
、

2，

ｲ
さ
れ
る
人
は
次
の
と
お
り

で
、
償
状
と
記
へ
，
昇
…
（
口
覚
時

訓
）
が
お
く
ら
れ
・
累
す
。

　
　
　
　
（
3
2
）
内
山
曲
会

無
論
清
河
（
3
2
）
7
1
川
右
汕
店

々
な
相
談
や
行
駆
も
気
持
よ
く

ス
人
ー
ス
に
遣
む
k
う
に
な
っ

た
こ
と
は
、
一
石
二
坊
も
一
口

も
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
消
防

田
の
部
も
な
か
っ
た
の
が
一
同

日
の
六
日
に
第
、
．
．
卜
↓
．
部
と
し

て
紀
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
ま

て
部
落
の
此
々
か
心
遊
合
わ
せ

れ
ば
完
全
な
『
蚊
と
ハ
ェ
』
撲
皿
一

　
減
も
近
い
中
に
で
き
そ
う
な
気
．

｝
が
し
て
嬉
し
い
で
す
。
」
と
語
一

雲
詫
浸
す
た
め
の
し

四
の
衛
牛
班
の
組
織
は
、
甲
な

一

　
　
　
　
　
　
　
　
｝

農
家
の
メ
モ

柑
橘
類
の
施
肥
上
の

勘
注
隠

る
衛
生
班
て
な
く
、
部
落
穿
体
’
一
昨
年
の
十
二
月
柑
橘
の
栄
餐
診

の
発
展
向
上
の
た
め
の
組
織
と
・
断
の
た
め
、
市
内
の
各
柑
橘
園

し
て
、
地
道
な
些
み
を
つ
づ
け

て
い
ま
す
。
な
お
公
民
館
の
電

一灯

ｿ
は
毎
月
約
五
百
円
位
支
払

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
｝
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
応
ぬ
か
と
探
し
た
が
、
・
し
し
r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
が
ひ
と
つ
箱
の
中
に
光
っ
て

店
員
さ
ん
表
彫
　
幅
無
需
翔
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皆
ん
な
気
持
浄
合
わ
ぽ
て
や
つ

　
　
　
　
川
付
坐
一
〔
ハ
、
二
本
呉
服
沽
て
ト
さ
っ
た
の
て
、
こ
れ
ま
て

　
　
　
　
松
本
ワ
、
駒
ρ
2
4
一
一
犀
家
暖
店
に
で
き
た
の
て
す
。
こ
の
『
蚊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
日
嘱
麺
h
、
倉
）
江
川
栄
助
店
と
ハ
r
の
い
な
い
』
運
動
を
実

　
　
　
　
岩
切
沁
r
（
2
4
）
川
崎
食
口
摺
議
し
て
、
協
力
開
致
の
休
制
が

　
　
　
　
山
口
久
r
（
3
4
）
松
垂
心
砧
で
き
て
、
仙
の
部
落
全
体
の
色

ま
し
て
、
こ
れ
ば
、
公
民
館
で

部
落
民
が
よ
く
集
合
し
て
、
話

し
合
い
の
場
と
し
て
活
用
し
て

い
る
訓
総
て
あ
っ
て
、
“
み
よ

い
郷
L
を
つ
く
る
た
め
に
、
皆

ん
な
か
努
力
し
て
い
る
の
だ
、

と
い
う
こ
と
を
感
じ
な
が
ら
、

ハ
・
（
魚
）
の
群
が
り
泳
く
水

温
む
n
手
川
沿
い
を
ル
い
て

帰
っ
た
こ
と
て
し
た
。

続
け
て
多
く
用
い
κ
こ
と
、
土

壌
中
の
苦
土
の
漸
減
な
ど
が
考

　

え
ら
れ
ま
す
。
又
近
隼
の
加
里

肥
料
の
多
騒
使
用
が
苦
土
欠
の

｝増

ﾁ
に
拍
寧
を
か
け
て
い
る
こ

｝
と
も
注
目
の
必
要
が
あ
る
よ
う

㎜
で
す
。

一
以
上
の
r
う
な
こ
と
か
ら
施
肥

水
道
料
超
過
分
五
円
値
上
げ

卜
水
道
使
川
条
例
か
一
部
改
d

さ
れ
、
定
瞬
の
ト
ヤ
ロ
リ
ノ
ト

ル
以
－
使
っ
た
場
合
、
一
p
リ

ノ
ト
ル
に
つ
い
て
．
i
円
て
あ

）
　
7
一
　
｝
）
　
〉
、
　
ほ
「
ー
ト
ノ
、
　
　
，
凸
禰

！
　
」
ノ
｛
0
カ
　
　
μ
ノ
ん
ノ
カ
、
レ

ー．

n
円
と
な
り
、
口
写
の
仙
一

げ
と
な
り
ま
す
の
で
こ
承
知
下

き
い
。

「
は
幼
児
と
し
て
の
八
，
ま
で
の
生
告
は
や
や
と
も
す
る
と
、
け
ん

活
を
大
き
く
切
り
換
え
る
最
初
か
に
強
い
ゴ
供
か
自
慢
し
た

の
第
一
の
節
と
思
い
ま
す
。
こ
り
、
親
も
そ
ね
を
誇
り
こ
日
い
♪

の
意
味
て
恩
人
叫
」
は
ま
こ
と
に
　
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
k
）
て

よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と
て
あ
り
ま
す
が
、
が
き
人
将
に
な
る
こ
と

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
け
た
し
民
工
的
打
会
人
と

人
学
ま
で
の
吉
備
と
し
て
H
頃
秤
遠
い
こ
と
て
す
。

私
の
κ
え
て
い
る
こ
と
を
申
し
ω
指
名
さ
れ
た
・
堕
元
気
よ
く

あ
け
て
み
た
い
と
思
い
ま
よ
δ
　
　
「
ハ
イ
」
と
返
事
の
で
き
る

　
　
　
　
　
コ

e
不
安
を
与
え
な
い
こ
と
。
　
　
　
こ
と
。

生
活
の
人
き
い
変
化
と
中
し
ま
す
な
お
な
、
明
る
い
、
張
り
の

し
た
が
、
学
校
で
は
、
．
一
供
に
あ
る
声
で
ー
ハ
イ
ー
と
返
巾
の

は
変
化
を
出
来
・
3
だ
け
意
識
し
出
来
る
こ
と
は
人
4
修
業
の
ス

な
い
ヒ
う
に
、
家
庭
．
製
靴
の
延
タ
ー
ト
で
あ
り
ま
す
。

長
拡
充
と
し
て
指
導
し
て
行
羨
　
鱒
自
分
の
身
の
ま
わ
り
の
こ
と

ま
ヶ
の
て
、
先
4
は
こ
わ
い
も
　
　
は
自
分
で
で
き
る
こ
と
。

の
、
先
硅
が
ら
呼
ら
れ
・
エ
す
よ
㈹
二
分
の
名
前
か
一
，
口
え
る
こ

な
と
い
う
．
駆
動
は
っ
っ
し
ん
て
　
　
と
、
か
な
て
名
・
川
か
読
め
る

ト
き
っ
て
、
野
心
感
冷
与
え
て
　
　
こ
と
、
か
な
で
名
，
晦
が
湘
け

ト
さ
い
．
学
長
に
　
男
も
ノ
佃
つ
　
　
る
こ
と
、

た
こ
と
の
無
い
f
供
は
せ
め
て
の
用
便
一
登
板
前
に
ぐ
ま
噂
。

　。

ｨ
位
は
繋
れ
て
行
っ
て
慣
れ
⇒
．
　
　
一
｝
，
、

き
廿
て
お
く
こ
と
。
　
　
　
　
　
と
。

ω
友
だ
ち
と
仲
驚
く
遊
び
、
い
’
⑳
夜
は
八
時
ま
で
に
は
床
に
つ

　
じ
め
た
り
迷
感
か
け
た
り
し
　
　
か
せ
る
こ
と
。

火
4
は
三
月
が
多
い

猟

蹴薩賊施1
　　ほがらかにあそふ子供たち
　　　　　（富高黒甜園にて）

新
入
学
児
の
お
か
あ
さ
ん
方
へ

細
島
小
学
校
長
　
弔
｛
　
木
　
　
へ
q
　
一
口

．
節
増
す
こ
と
に
竹
は
，
団
く
伸
な
変
化
の
蒔
L
、
口
え
る
て
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

び
て
い
く
よ
一
に
、
人
牛
も
幾
一
よ
，
。
小
．
．
－
校
へ
の
入
雪
。
卒

へ
難
燃
携
毒
卿
謙
撚
…

除
等
の
各
回
控
除
が
癒
川
さ
れ

ず
極
め
て
不
利
と
な
り
ま
す
か

ら
、
必
ず
提
出
し
て
下
さ
い
。

な
お
給
与
所
得
呂
の
カ
も
、
申

名
1
1
口
は
提
出
1
1
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
お
b

も
、
墨
　
　
　
一

隷
護
く
、

い火名死い1’冒’1＿二七イ’口nつ多＝し41巾

たQと傷のて’ll「とイlCく月た中断
し　ノしブ；　者力∫　、1【i七111　＝読£　「11～、・　、カ）カ・o）iヴ」

素に一）は日瞬材・イ’1とド1♂）のし次ノk、火ノト、

しおて死、ア匂かのなノ、て発・1か1’1こ災部
．i々お者つ肢lr11つ「君4　0　でれ撃て
ういり　・ては　．’てハり1／1　月最に，llほ
。によ名い山1’1建い乃’数　のもよ冷昭
　允す’ま火’物二一・損は　解発り高和
　分。傷す「ll車がすT害二　1’Plま衣モ
　11．　者　oの輌卜。ノ、額ト　　　　　　　　　　　　　　と噛すし1
　意　六　多一・四　百は七　ながとま二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
揚
者
に
国
庫
債
券

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
担
保
貸
付
が
あ
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

α
1
1
し
く
達
子
み
に
き
れ
ろ
こ
，
国
民
金
融
公
庫
で
は
、
引
揚
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
給
養
金
蝿
給
払
に
基
く
国
庫
債

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
券
を
担
保
に
、
聖
業
資
金
の
貸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
付
を
始
め
ま
し
た
・
貸
寡
釜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
子
福
祉
資
金
を

　
屠
場
使
用
料
値
上
　
，
　
活
用
し
て
下
さ
い

軸
麟
罐
網
瓢
上
意
御
簾
霞
劇
認
鰭
既
篇

で
、
次
の
よ
う
に
改
1
1
き
れ
ま
　
い
雪
山
も
含
む
）
子
弟
の
就
職

を
廻
り
ま
し
た
が
、
市
内
の
柑
一
に
当
っ
て
は
充
分
配
慮
し
て
い

橘
（
特
に
成
木
）
の
八
○
～
九
一
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
苦
土

○
％
ま
で
が
苦
土
欠
に
陥
っ
て
一
肥
料
は
、
炭
酸
、
硫
酸
、
水
酸

　
　
　
は
な
は
だ
し
い
所
で
は
…
化
・
瑳
酸
の
各
苦
土
の
他
に
純

す
で
に
落
葉
の
段
階
に
な
っ
て
【
苦
土
、
苦
土
石
灰
な
ど
と
い
う

い
ま
し
た
。
こ
の
苦
土
な
ら
び
一
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
翔

に
凹
凹
要
素
の
欠
乏
の
原
因
は
｝
酸
苦
土
か
終
比
石
灰
が
良
い
と

靖
肥
厩
肥
の
施
用
が
少
く
な
り
㎜
思
い
ま
す
。
施
肥
料
は
反
当
b

油
粕
、
大
豆
粕
其
の
他
有
機
土
↑
年
間
二
～
三
〇
貫
と
し
、
施
肥

料
の
施
用
が
少
く
な
っ
た
こ
一
期
は
他
の
肥
料
施
肥
の
一
ヵ
月

と
、
作
物
の
反
牧
増
加
に
よ
り
一
前
が
い
い
よ
う
で
す
。

礫
群
中
の
苦
土
が
少
く
な
っ
た
一
　
　
　
　
（
農
林
課
果
樹
係
）

こ
と
、
又
無
機
質
化
学
肥
料
を
・

美
々
沖
簡
易
水
道

は
、
駅
通
り
区
は
約

八
十
戸
の
民
家
と
そ

の
他
中
学
校
も
あ
り

ま
す
の
に
、
剖
画
に

ら
し
て
農
家
を
囚
ら
せ
、
ま
た

私
の
勤
め
る
会
社
の
者
が
相
つ

い
で
手
を
咬
ま
れ
、
足
を
咬
ま

れ
て
、
医
名
に
走
る
仕
末
で
し

た
。
延
岡
市
で
は
野
犬
の
取
締

　
　
　
　
入
ら
な
か
っ
た
の
一
り
は
勿
論
、
飼
犬
で
あ
っ
て
鼠

　
　
　
　
は
、
ど
う
い
う
即
由
一
放
し
飼
い
や
、
外
歩
き
の
時
日

で
し
よ
う
か
。
　
（
一
区
民
）
　
を
つ
け
ぬ
犬
な
と
に
対
し
て
の

【
回
答
】
　
　
　
　
　
　
　
　
取
締
り
条
例
が
出
来
、
着
々
斎

箕
々
沖
町
時
代
に
訓
両
さ
れ
た
一
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
と
か
、

も
の
で
、
合
併
と
共
に
そ
の
謂
…
実
に
恥
し
い
こ
と
で
す
。
多
人

か
ら
、
償
入
申
込
者
全
部
借
り

嘔融

O
講
懸
肺
鳶
雛
）
（
改
π
料
金
）
・
賊
難
黙
認
艘

甲
帯
等
は
優
先
貸
封
ず
る
こ
．
、
戊
有
孟
　
π
O
o
円
家
庭
も
あ
る
か
と
存
し
ま
す
・

に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
仔
4
　
〃
　
　
　
．
．
万
○
円
持
し
・
そ
の
よ
う
な
悩
み
の

貸
付
条
d
は
　
　
　
　
雲
気
〃
　
π
○
○
円
あ
る
丹
イ
家
庭
が
あ
り
ま
す
な

一
、
国
債
の
額
面
金
額
の
九
掛
仔
馬
〃
　
三
宥
○
円
ら
・
母
r
福
矧
資
金
の
貸
付

鱒
陛
鷲
報
て
π
購
L
四
川
㏄
叩
翫
薯
礪
讃
唱

二
論
馴
載
録
期
固
定
護
評
価
審
査
…
報
踊
蟻
生
委
員
に
相
・
箏
業
だ
と
鷲
掴
欝

配
熱
熱
醐
藻
灘
ゼ
饗
眼
銃
鱗
灘

　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
任
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ま
し
て
、
野
犬
の
取
締
り
、

巾
込
希
品
名
は
南
民
課
を
通
し
　
　
石
田
円
助
（
農
業
．
5
0
才
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飼
主
の
不
注
意
な
放
し
飼
い

て
巾
込
ん
で
干
さ
い
・
　
　
　
　
　
丈
々
沖
町
高
松
第
一
区
画
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等
、
実
に
目
に
あ
ま
る
も
の
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
ま
す
。
田
畑
の
作
物
を
荒

海
外
移
住
者

　
　
希
望
の
方
へ

市
民
税
の
申
告
は

二
＋
日
ま
で
に

海
外
移
住
を
希
望
な
さ
る
乃
は
㎜
昭
和
三
十
三
年
瓜
市
民
税
申
下
振

ブ
ラ
ジ
ル
そ
の
他
の
粗
画
か
ら
｝
再
は
、
来
る
三
月
二
f
日
が
申
一

募
集
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
農

林
謙
へ
お
い
で
に
な
っ
て
ご
相

告
魯
提
出
期
限
と
な
っ
て
い
ま

す
。
爾
告
期
限
ま
で
に
申
告
書

，
　
「
　
「
寸
‘
　
　
　
　
も
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
喚
　
申

「
を
募
集
し
て
い
ま
寸
の
で
該
当

　

｝
児
の
い
る
御
家
紅
で
は
、
市
福

［
祁
“
務
所
に
お
問
合
せ
下
さ
い

　
該
当
児
と
は
・
　
　
　
　
〆

ω
全
ろ
う
児
（
冷
く
到
が
き
こ

一
　
え
な
い
了
供
）

．
＠
難
聴
児
（
少
し
は
聞
え
る
が

一

画
を
市
に
て
実
施
す
る
こ
と
と

な
り
近
く
θ
7
5
成
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
石
並
川
以
南
が
包
含

さ
れ
て
い
な
い
理
由
は
、
私
共

と
し
て
は
特
別
の
新
山
を
発
見

致
し
ま
せ
ん
。
多
分
石
並
川
の

横
断
工
事
費
等
の
関
係
で
工
事

費
が
給
水
人
口
に
比
し
て
多
額

と
な
り
財
源
的
娼
嵌
が
困
難
で

あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
、
将
来
水
源
設
備

が
完
全
な
も
の
に
改
良
さ
れ

て
、
財
源
措
罰
が
許
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
な
ら
ば
、
是
非

実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
害
を
与
え
る
こ
れ
ら
の
瞬

犬
、
放
し
飼
い
の
犬
に
対
し
て

市
当
局
は
、
本
腰
を
入
れ
て
駒

締
り
の
実
施
に
当
ら
れ
ん
こ
し
’

を
切
に
切
に
念
う
次
第
で
す
。

是
非
安
心
し
て
歩
け
る
日
向
宙

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
≠

す
。
　
　
　
　
　
（
一
南
北
）

【
回
答
】

一
、
噛
む
殿
人
（
野
犬
）
の
卿

　
締
り
に
つ
い
て
は
保
健
所
r

　
て
取
締
る
事
に
な
っ
て
お
h

　
ま
す
。

一
、
畜
犬
取
締
り
条
例
が
市
蕃

　
例
と
し
て
出
来
ま
す
れ
ば
宙

　
と
し
て
取
締
る
事
が
出
来
ス

　
訳
で
す
が
こ
れ
が
条
例
の
η

　
訳
に
つ
い
て
は
目
下
研
究
山

　
で
あ
り
ま
す
の
で
念
の
た
泌

　
申
し
添
え
ま
す
。

　
　
　
　
（
三
樹
衛
生
課
畏
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

投
稿
歓
迎
一
住
所
、
氏
名
を
m

記
の
上
広
報
係
ま
た
は
市
民
の

声
投
轡
箱
へ
。
紙
上
酵
名
は
汐

自
由
で
す
。

　
普
通
の
学
校
で
は
教
育
に
困

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
講
鼎
騨
悌
薦
…
漢
塗
痂

飴
．
．
人
．
六
人
漁
野
懸
難

当
市
の
人
口
は
統
訓
係
の
調
査
一
　
　
（
小
原
）
午
後
一
時

　　

@　

@
三
万
拳
九
夏
詣
嗣
簸
蠣
縮
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轡
鵬
略
難
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